























































































































































増加 9７ 40.9 
変化なし 7６ 321 
減少 6４ 270 
合計 237 1０００ 
準偏差 ケース数
150 237 
製品・サービスの質についての競争の厳しさ ５ 5７ １ 2６ 237 
製品・サービス 価格競争 厳しさ ’５ 8３ １ 3３ 237 
業務プロセスのイノペーションの頻度 ３ 8７１ 3６ 238 
型11lbまたはサービスのイノペーションの頻度 ４ 1３ １ 5０ 238 
顧客の需要の予測可能`性 ４ 6６ 2２ 238 
市場の異質性の程度 ４ 2６ １ 8５ 238 
生産技術の異質性の程度 ３ 7３ １ 8９ 238













































































現在の戦略（Ｎ＝238） 3.61 Ｌ7８ 























































































部門化の程度（Ｎ＝238） 3.83 2.13 
調整の必要性（Ｎ＝237） 3.78 
平均値 標準偏差 相関係数外部情報 非財務情報 事前怖報
内部的な情報 5.33１．１０ ､321*． ､312*＊ ､298*車
外部的な情報 4.29 Ｌ4０ ､164＊ ､1３１ ＊ 
非財務的な`情報 4.16 L3６ ､189*＊ 

















































































新型&｛,．サービスのllM苑（Ｎ＝237） 3.48 186 
管理背の雇用また解雁（Ｎ＝237） ３．６７ 194 

















































































半々 11 ６ □ ４ 
75％が部門 1３ 5.5 
１ 









〈ＵｌＤ 2１ ２ 
1５ ７ 






















































































全般管理者 3.55 Ｌ6６ 238 







































































会計規1111や手続きについての知識 4.52 1．７１ 
M1業についての知識 5.84 LOO 
影騨力のあるトップ・マネジメント 5６２ 1.05 
平均値 標準偏差 ケース数
管理音はわれわれをトップ･マネジメントの業務`;|･画やパフォーマンスの独立的なレビュー
のための主要な情報源であると考えている。 4.93 1.46 238 
管理音は彼らの部門の問題についてわれわれにⅡZ直にiMiってくれる。 4.67 L4７ 238 
全社的な財務システムの完全性（integrity）の維持はわれわれのU､要な役割である。 ６ 4７ 237 
われわれは，管理背によって行われる意思決定の質のUl(灘をlUl侍されている。 Ｐ０ 1５ 1 2６ 234 
管Bk背はわれわれとコミュニケーションするとき，典の意図を隠す傾向がある。 ３ 4０ １ 4９ 238 
管EHiLirはわれわれをおおむね「backoffice」の記録係であると考えている。 ３ 7２ １ ６１ 238 
われわれはクロスファンクショナル・チームの－．貝として多くのｌ１ｆＩｌｌ]をすごしている。 ４ 4３ １ 5８ 237 
われわれの役割は会社が誤った方向に行くことを防ぐことである＝ ４ 8２ １ ４１ 238 
管理者はわれわれからの 繊な分析および会計的なサポートを求めている。 ４ 6８ １ 5７ 237 
われわれの主要な役割は事業単位による事業目標の達成を支援することである。 ５ 3１ １ 2７ 238 
ｵ〕れわれは管理者と企業のljlt 響を及ぼす経済的なllIHIIについての』し週のIMl解を有している。 ５ 0５ １ 4４ 237 















































































基本的な管理会計の知識 5.90 1.10 
財務また分析的な知識 ６ 3５ 8２ 
事業に関する知識 ５ 5７ １ 1９ 
マネジメントに関するスキル ５ 8８ １ 0０ 









































































5.94 １１０ 5.09 1.38 
ＬＩ２ 6」２ 1.09 
事業についての知識４． 1.34 5.80 1.16 
マネジメント・スキル 4.76 1.34 6.35 ０．９０ 
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福田淳ﾘiL2003．「管理会ｉｉｌ･担当音の役割，知識，経
験」『原価計算研究』２６（２）：59-67．
Gordon、ＬＡ.，ａｎｄＤ・Miller、1976．AContingency
FrameworkfortheDesignofAccountinglnfor‐ 
mationSystems、Accounting，Organizations、
alIdSocietyl（１）：59-69． 
Gordon，ＬＡ.、ａｎｄＶ.Ｋ・NarayanaI】、1984.Manage‐
mentAcCountingSystems，PerceivedEnviron‐ 
mentalUncertaintyandOrganizationStructure： 
AnEmpiricallnvestigation･Accounting，Orga-
nizations,andSociety9（１）：33-47． 
Hopper,Ｔ､Ｍ・］980.RoleConf]ictsofmanagement
AccountantsandTheirPositionwithinOrgani-
zationStructures・Accounting，Organizations，
andSociety5（４）：401-41L 
Langlield-Smith，Ｋ、１９９７．ManagementControl
SystcmsandStrategy：ACriticalReview，Acco-
unting,OrganizationsandSociety､２２:207-232． 
Miles，Ｒ、Ｅ・ａｎｄＣＣＳｎｏｗ、1978.Organizational
Strategy，Structure，ａｎｄProcess・NewYork：
McGrawHiIL 
Oliver，L199LAccountantsasBusinessPartner、
ManagementAccountjngJune:40-42． 
Rosenzweig,Ｋ、l98LAnExploraLoryFieldStudy
ofthcRelationshipsbetweentheController1s 
DepartmentandOverallOrganizationalChara‐ 
cteristics・ＡＣ〔PountiIIg,OrganizationsandSociety
６（４）：339-354． 
櫻井通}11'i編著．］997．『わが国の経理・財務組織』税
務経理協会．
Sathe，Ｖ・TheControllerosRoleinManagement,
OrganizationalDynamics･Ｗｉｎｔｅｒ:31-48 
Siegel，Ｇ,，ａｎ(１Ｊ．Ｅ，Sorensenl999、Counting
Mol．e，CountingLess-Transformationsinthe 
ManagementAccountingProfession-．Thel999 
PracticeAnalysisofManagementAccounting， 
ARcscarchProjecLo「ｔｈｅｌｎstituteofManage‐
mentAccountants、
SiegeLG､2000.ChangingWorkRoles:Demand 
NewKnowledgeandSkills，StrategicFinance 
February：65-72． 
Simolls，Ｒ、1987．AccountingControlSystemsand
BusinessStrategy:AnEmpiricalAnalysis・Acco-
管理者によって知覚された環境の不確実性の程度
が高くなるにつれて，管理者は外部的，非財務的，
そして事前的な特徴を有する情報をより必要とす
る傾向があることを発見している。
３SatheはこのIlUlllとして．インフレーション経
済下で健全な財務分析やコントロールが以前にも
まして重要視されてきたこと，政府や規制機関か
らの報告稗の要求の増大，迦法な実務（割戻金や
違法な支払い）のディスクロージャーがトップ・
マネジメントをよりよいコントロールの必要に対
してセンシティプにしていることをあげている。
４Rosenzwcigの研究は組織内での管'''1会計担当昔
の役割に直接的に言及したものではないが．資源，
組織的な複雑性，報告構造といったコントローラー
部門の特性とコンテクスト．組織的な複雑性，管
理メカニズムといった組織全体の特性との関係を
Ⅲ|らかにすることを意図しており，管理会計担当
音の組織内での役割を考察するうえで有用な↑ili報
を提供してくれる。なお，この調査は18社の小規
模な製造企業のコントローラーまたはＣＦＯへのイ
ンタビューに基づいている。相関分析の結果，コ
ントローラー部門の特性と全社の規模と組合化の
程度が広範な関係を有していた。大規模な企業は
コントローラー部門の内部により多くのjobtitles
を有し、またより多くの下位の部門をｲiしていた。
さらに，大規模な企業はコントローラーをより多
くの場所およびより低い階1Ｗのレベルに配置する
傾向があることが発見された。
５１０年前と比較してどの程腫財務会計やルーティ
ン業務の[1勤化が進展したかをたずねた。１を「愛
化なし」で７を「非常に進展した」とした。ｊＶ均
は5.86（標準偏差1.13,ケース数236）であり，過
去10年間で自動化がかなり進展していることがう
かがえる.
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